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極座標可視化手法を用いたトレンドワードのバースト検出

松井 直大1,a) 伏見 卓恭1,b)

概要：本研究では，現在話題になっているトピックの動向や関連性を視覚的にとらえるために，極座標平面
上にトピックごとのトレンドワード出現回数をプロットする手法を提案する．具体的には，トレンドワー

ドを含むツイートを用いて，トレンドワード間の類似度を定義する．極座標平面において，類似のトレン

ドを原点から見て同一方向にプロットする．さらに，時間軸を半径で表現することで，トレンドワードの

広がっていく様子やバーストを表現した．実データを用いた評価実験の結果，類似のトピックを有するト

レンドワードを同一方向にプロットできることを確認した．さらに，極座標平面上でトレンドワードが密

集する部分を抽出できることも確認した．
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1. はじめに

現在 Twitterのタイムライン上を流れているツイートの

中から，使用頻度が高く，短時間で急上昇した話題性の高

いキーワードをリアルタイムに抽出して表示してくれる機

能を Twitterトレンドという．トレンドワードは Twitter

社のアルゴリズムによって決定され 5分に 1回の頻度で更

新されるので，Twitter利用ユーザの興味・関心の高い話題

性の高いトピックをリアルタイムに知ることができる．す

なわち，今起こっている話題性の高いことを知りたい場合

はネットニュースやテレビ，新聞を見るより遥かに早く情

報を得ることができると考えられる．しかしながら，公式

Twitterが表示しているトレンドワードはトピックの関連

性や動向が表示されておらず，話題になっているトピック

の中から高頻出な 1単語または 1文を設定している．よっ

て，トレンドワードを見た際にどういった使い方や意味を

持っているワードであるのかを調べる手間がかかる．そこ

で本研究では，トレンドワードを可視化しバーストを検出

することによりわかりづらいトレンドワードを一目で分か
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るようにすることを目指す．

2. 関連研究

Ishikawa らによる T-Scroll では，文書間の類似度計算

し，k-means法によりクラスタリングことで関連する文書

群をまとめて可視化する [1]．そして，隣接する時刻にお

けるクラスタ間の関連度を定め，関連度の高いクラスタ間

にリンクを追加することで，各時刻におけるクラスタリン

グ結果を時間軸上にプロットする．T-Scrollのように直交

座標における横軸に時間軸をとると，関連文書が時間とと

もに増加する場合に対応できない．さらに，各文書をクラ

スタにまとめて可視化するため，文書の投稿間隔に関する

情報は視覚的にわからず，バースト状況を把握することも

困難である．

Krstajicらの CloudLines [2]は，特定のキーワードを含

むニュース記事を点として時間軸上にプロットするもので，

これらの点に対してカーネル密度推定を適用することで投

稿間隔が短いバーストイベントを抽出可能である．プロッ

トされた点群は，時間軸上で連続することで線になり，重

要な事象が発生する場所で線が太く表示される．
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3. 提案手法

提案手法について説明する．トレンドワードの集合を U

で表わし，各トレンドワード u ∈ U を含むツイートの集合

を V (u) とする．同じキーワードが異なる時間でトレンド

ワードとなる場合があるが，それらは別のトレンドワード

として区別する．そして，ツイート v ∈ V に含まれる一

般単語の集合を W (v) とする．便宜上，トレンドワード u

と共起する一般単語の集合を W (u) =
∪

v∈V (u) W (v) と表

記する．提案手法は，以下の手順に従って，トレンドバー

ストを検出する：

( 1 ) トレンドワードとツイートに出現する単語の共起関係

の強さを計算する；

( 2 ) 類似のトレンドワードが原点から見て同一方向になる

ように偏角を決定し，トレンドワード入りした時刻を

半径とした極座標値を求める；

( 3 ) カーネル密度推定により，極座標平面上の密分布する

部分をバーストとして検出する；

ステップ１では，各トレンドワード u ∈ U に対して，共起

する一般単語 w ∈ W (u) との関係の強さ au,w を TFIDF

により計算する．ステップ２では，トレンドワード u と一

般単語 w の極座標ベクトル xu と yw を算出する．すべて

のベクトルの極座標値をランダムに初期化し，正規化する

ことで単位円上のベクトルを構築する．トレンドワード u

の座標ベクトル xu は，共起する単語の座標ベクトルの重

み付き和で計算する：

x̃u ←
∑

w∈W (u)

au,wyw, xu ← x̃u/||x̃u||.

同様に，一般単語 w の座標ベクトル yw は，共起するトレ

ンドワード u ∈ U(w) の座標ベクトルの重み付き和で計算

する：

ỹw ←
∑

u∈U(w)

au,wxu, yw ← ỹw/||ỹw||.

これらを反復し収束するまで繰り返すことで，単位円上

の極座標ベクトル群 X = [xu] を得る．これにより，類似

の単語と共起するトレンドワードは，原点から見て同一

方向の座標ベクトルとなる．そして，各トレンドワード

の出現した時刻により半径 ru を決定し，座標ベクトルを

zu ← ru ·xu とする．ステップ３では，Z = [zu] に対して，

カーネル密度推定により密分布している部分を抽出する．

4. 評価実験

Twitterトレンドを 5分毎に最大 50件自動取得し，各ト

レンドワードを含む直近のツイートを最大 100件，自動収

集したものを対象とする．今回用いる対象のデータは 2018

年 7月 31日分，11,532トレンドワードとする．

トレンドワードを極座標平面に可視化しバースト検出を

したものを図 1 に示す．点の色はトピックごとに分類し

ておりトピック数は 50種類でトレンドワードを分類した

が色の種類が不足していたため，異なるトピックでも同じ

色で表しているものがある．図 1より，背景の色はトレン

ドワードのバーストレベルを表しており，赤いほどバース

トレベルが高く青いほど低いことを示す．同色のトレンド

ワードがある程度まとまっていることから，トレンドワー

ドの関連性を反映した可視化結果になっていると言える．

さらに，背景色に着目すると，トレンドワードが密集する

部分は赤で高いバーストレベルを示しており，関連トピッ

クのトレンドワードがバーストしている部分を検出できて

いると言える．

図 1 トレンドワードのバースト検出

5. おわりに

本研究ではトレンドワードを極座標平面に可視化しバー

スト検出を行なった．評価実験の結果，トレンドワード

やトピックの動向や関連性を見ることができた．しかし，

バースト検出で用いたカーネル密度推定はノンパラメト

リックな手法であり，原点から見て放射方向だけでなく，

円周方向に密な部分もバーストとして検出される．よって，

フォン・ミーゼス分布などを仮定して，放射方向にバース

トする部分のみを検出する手法を検討ことは今後の課題で

ある．
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